
常磐大学・常磐短期大学における建物の耐震化率 ： ９２.９％

※今後の耐震化計画： ２０２３年度の新校舎竣工により耐震化率１００％予定。

対象施設
保有面積

59,038 ㎡

※１

S57年以降の
建物面積

  52,792 ㎡

耐震診断した結果を基に
改修したもの

  2,027 ㎡

２０２３年４月１日現在

耐震性のある建物

    54,819 ㎡

※１ 全保有⾯積から、⼩規模建物等⾯積(私立学校校舎実態調査に基づく)を除く。
※２　耐震性のある建物：昭和57年（新耐震基準）以降に整備した建物と、耐震診断した結果を基に耐震改修した建物。
※３　耐震化率100％達成に向け、現在新校舎建築中（2023年度中に竣工予定。新校舎完成後、未改修校舎は解体予定）。

常磐大学・常磐短期大学の施設耐震化の状況

S56年以前の
建物面積

    6,246 ㎡

うち耐震診断済み

  6,246 ㎡

耐震診断実施率

        100 ％

診断の結果、耐震性能を
有していないと診断された
もので未改修のもの

  4,219 ㎡

耐震性が劣る建物

      4,219 ㎡ ※３

※２


